
毎日、目まぐるしい勤務を遂行しているスタッフに今月も感謝しています。

「健康」は、何ものにも代え難い財産です。
ヘルスリテラシーを高めて、幸せな日々を送っていけるよう願っています。

■今月のメッセージは、1月 28日に、窪内真己子看護師が、フォローアップ研修の講師として、高知県立
大学で講演しました。内容も分かりやすく、進め方もとても良かったです。
　特に、心に響いたのは私が日頃大切にしている内容が多くあり、改めて学ばせて頂きました。
■私が共感した窪内さんからのメッセージの一部を今回ご紹介させて頂きます。

　

④は、私が尊敬している故河合隼雄先生の言葉の抜粋されている部分に感銘を受けました。
大人、子どもたちの持っているエンパワーメントを「信じて待つ」ことが幸せにつながると思っています。
私が活動している「チャイルドライン」でも毎回、寄り添うことの意味を学んでいます。
訪問看護もチャイルドラインもまさに人間学、人生勉強だと思っています。

■最後に、スタッフ Kさんの資料の中で<自身が患った病気、病人を経験して>のコメントに心惹かれました。
　・自分は患者に寄り添いたいと思っていた　　　・自分は患者に寄り添えていると思っていた
　・自分は患者の気持ちをわかっていなかった　　・気持ちを理解できないことを理解すること
　・それでもそばに居つづけることの意味

謙虚でとても深いメッセージですね。みなさんにも届きますように…
Kさん、引用させて頂きましてありがとうございました。

■今月は、悪天候の中でも、調整しながらの勤務お疲れ様でした。ありがとうございます。
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